
次世代の教育情報化推進事業 平成２９年度予算額 ５２百万円
平成３０年度要求額 １７５百万円（拡充）

全国の小・中・高等学校において新学習指導要領の趣旨を踏まえ、全ての学習の基盤となる
「情報活用能力」の育成に取り組めるよう、優れた指導事例の創出・普及や教員研修用教材
の開発等の支援策を講じる。
とりわけ、新たに必修化された小学校におけるプログラミング教育の推進に重点的に取り組む。

新学習指導要領
（小学校学習指導要領、中学校学習指導
要領 平成29年3月31日告示、高等学校
学習指導要領は29年度中に改訂予定）

「情報活用能力」を「学習の基盤
となる資質・能力」と位置付け、
「教科横断的な視点から教育課
程の編成を図」り、育成していく

「コンピュータや情報通信ネット
ワークなどの情報手段を適切に
活用した学習活動の充実を図る」

小学校においては、「児童がプロ
グラミングを体験しながら、コン
ピュータに意図した処理を行わせ
るために必要な論理的思考力を
身に付けるための学習活動」を、
「各教科等の特質に応じて」、「計
画的に実施する」

高等学校情報科については、共
通必履修科目「情報Ⅰ」を新設し、
全ての生徒が、プログラミング、
ネットワーク（情報セキュリティを
含む）やデータベースの基礎等に
ついて学ぶよう改訂・充実する

新学習指導要領の趣旨の実現に向けた情報教育及びICT活用の推進に関する調査
研究【「情報教育の推進に関する調査研究」の拡充】 ５２百万円

小学校プログラミング教育支援推進事業【新規】 １０８百万円

新学習指導要領に対応した高等学校情報科担当教員の指導力向上【新規】 １５百万円

小学校 平成32年度から全面実施
中学校 平成33年度から全面実施
高等学校 平成34年度から学年進行で実施

データサイエンスやサイバーセキュリティなど最新の
情報技術に関する知識や指導方法、企業との連携
の進め方等を再習得するための研修について、各
都道府県教育委員会等の計画的な実施を支援

情報科担当教員を対象とした都道府県等の研修で活用できる教員研
修用教材（研修テキスト）を作成・配布

小学校プログラミング教育の円滑な実施に向けて、以下の事業等を実施

① 全国の小学校において参考となる、新学習指導要領の趣旨を踏まえたプロ
グラミング教育の指導事例（GP）の創出と普及

② 各小学校の校内研修において活用できるわかりやすい教員研修用教材（映
像教材やe-learning教材）の開発・提供や、地域の研修リーダーとなる教員等
を対象としたセミナーの実施

新学習指導要領の趣旨の実現に向けて、以下の事項について、推進校における実践研究を通じた優れた事例
（GP）の創出と、指導手引書等の作成による全国の学校への普及 《２１校（小中高）》

① 情報活用能力を育む教科横断的で体系的なカリキュラム・マネジメント事例（GP）の創出
② 「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）を実現するICTを効果的に活用した指導事例（GP）の創出

未来投資戦略2017【抜粋】
（平成29年6月9日閣議決定）

「未来の学びコンソーシアム」と連
携し、2020年度の新学習指導要
領の全面実施を待つことなく、現
場のニーズに応じた楽しみながら
学べるデジタル教材の開発と学
校現場での活用・評価、活用結果
を踏まえた教材の更なる改善及
び指導事例の蓄積に向けた産業
界と教育現場が連携した取組を
今年度秋から開始し、来年度から
本格展開する。

「未来の学びコンソーシアム」との連携
• コンソーシアム賛同企業・団体等で開発された教材を活用した指導事例創出

• 創出された指導事例等の全国の小学校への情報提供（コンソーシアムのポー
タルサイトを通じて発信）


